
会
員
募
集

　

◆
歌
謡
吟
詠（
き
ん
れ
い
）　

毎
月
第
４
金
曜
日
の
午
後
２
時

～
４
時
、
中
央
公
民
館
ほ
か
で
。

入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
月

１
５
０
０
円
。
誰
も
が
知
る
歌

謡
曲
と
詩
吟
を
合
せ
て
歌
い
ま

す
。
見
学
自
由
。
詳
し
く
は
横

山
緯
４
７
４
・
５
５
６
７
（
夜

間
）
へ
。

　

◆
ウ
ィ
ー
ク
デ
ィ
・
テ
ニ
ス
・

サ
ー
ク
ル　

毎
週
月
曜
・
水
曜
・

金
曜
日
の
午
後
、
新
川
・
小
山

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
。
入
会
金
１

０
０
０
円
、
会
費
半
年
６
０
０

０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
ゲ
ー
ム

中
心
。
詳
し
く
は
小
倉
緯
４
７

３
・
０
３
５
０
へ
。

　

◆
ゴ
ル
フ
（
カ
タ
ツ
ム
リ
の

会
）　

平
日
の
午
前
８
時
半
～

　

時
、
東
久
留
米
ゴ
ル
フ
セ
ン

１０タ
ー
（
本
町
三
丁
目
）
で
。
会

費
年
２
０
０
０
円
。
練
習
お
よ

び
コ
ン
ペ
の
参
加
。
詳
し
く
は

佐
々
木
緯
０
９
０
・
３
４
０
２
・

７
７
６
０
へ
。

　

◆
絵
硝
子
俳
句
会　

毎
月
第

３
金
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら

（
初
心
の
会
は
毎
月
第
１
水
曜

日
の
午
後
１
時
か
ら
）、
成
美

教
育
文
化
会
館
で
。
会
費
月
１

０
０
０
円
。
出
句
の
全
句
に
つ

い
て
講
評
し
ま
す
。
詳
し
く
は

 

田
緯
４
７
３
・
４
０
８
１
へ
。

　

◆
老
化
防
止
・
健
康
保
持
の

体
操
（
自
彊
〈
じ
き
ょ
う
〉
術
）

　

毎
週
金
曜
日
の
午
後
１
時
半

～
３
時
、
東
久
留
米
消
防
署
前

沢
出
張
所
待
機
寮
（
前
沢
四
丁

目
）
で
。
会
費
月
２
０
０
０
円
。

詳
し
く
は
川
島
緯
４
７
８
・
１

５
８
６
へ
。

　

◆
長
唄
・
三
味
線
（
竹
由
喜

〈
た
け
ゆ
き
〉会
）　

毎
週
水
曜

日
の
午
後
１
時
～
３
時
、
西
堀

新
堀
コ
ミ
セ
ン
（
新
座
市
新
堀

一
丁
目
）。
入
会
金
１
０
０
０

円
、
会
費
月
３
０
０
０
円
。
詳

し
く
は
水
落
（
み
ぞ
お
ち
）
緯

４
７
３
・
９
３
２
９
へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
（
ひ
ま
わ
り

の
会
）　

毎
月
、
第
１
・
第
３
月

曜
日
が
新
座
市
総
合
体
育
館
、

第
２
・
第
４
月
曜
日
が
西
堀
新

堀
コ
ミ
セ
ン
で
。
時
間
は
い
ず

れ
も
午
後
１
時
～
３
時
。
入
会

金
５
０
０
円
、
会
費
１
回
５
０

０
円
。
初
心
者
。
詳
し
く
は
川

田
緯
０
９
０
・
４
９
２
３
・
６

８
４
５
へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス　

ル
ン
バ　

毎
週
土
曜
日
の
午
後
７
時
半
～

９
時
、
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。

入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
月

３
０
０
０
円
。
多
少
踊
れ
る
方
。

詳
し
く
は
斉
藤
緯
０
９
０
・
２

２
２
４
・
５
７
８
５
へ
。

　

◆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
幸
〈
さ

い
わ
い
〉倶
楽
部
）　

毎
週
土
曜

日
の
午
後
６
時
～
９
時
、
第
三

小
学
校
体
育
館
で
。
会
費
月
１

５
０
０
円
。
見
学
自
由
。
初
心

者
、
夫
婦
歓
迎
。
詳
し
く
は
腰

越
（
こ
し
ご
え
）
緯
０
９
０
・

９
３
６
８
・
４
６
１
３
へ
。

　

◆
室
内
で
や
る
カ
ー
リ
ン
グ

（
東
久
留
米
ユ
ニ
カ
ー
ル
同
好

会
）　

毎
週
水
曜
日
の
午
前
９

時
～
正
午
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー

で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、
会

費
月
５
０
０
円
。
初
め
て
で
も

す
ぐ
に
楽
し
め
ま
す
。
詳
し
く

は
三
溝
（
さ
み
ぞ
）
緯
４
７
２・

８
２
８
２
（
夜
間
）
へ
。

　

◆
青
葉
太
鼓
会　

月
３
回
。

日
曜
日
の
午
後
２
時
～
８
時
半
、

緑
生
館
（
東
村
山
老
人
ホ
ー
ム

内
、
東
村
山
市
青
葉
町
一
丁

目
）
で
。
入
会
金
３
０
０
０
円
、

会
費
月
２
３
０
０
円
～
３
３
０

０
円
。
中
学
生
以
上
。
未
経
験

者
歓
迎
。
思
い
っ
切
り
太
鼓
が

た
た
け
ま
す
。
詳
し
く
は
出
口

（
で
ぐ
ち
）
緯
４
７
５
・
６
７

５
７
へ
。

　

◆
カ
ラ
オ
ケ
（
歌
謡
教
室
ふ

る
さ
と
会
ウ
イ
ン
グ
）　

月
４

回
、
毎
週
木
曜
日
の
午
後
１
時

～
４
時
、
中
央
公
民
館
で
。
入

会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
２

０
０
０
円
。
女
性
歓
迎
。
見
学

自
由
。
詳
し
く
は
片
柳
緯
４
７

１
・
８
８
６
３
へ
。

　

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
演
芸
出
前

（
く
る
め
一
芸
会
）　

定
例
会

は
毎
月
第
１
火
曜
日
の
午
後
７

時
～
９
時
、
田
端
宅
（
滝
山
五

丁
目
）
で
。
入
会
金
１
０
０
０

円
、
会
費
月
３
０
０
円
。
特
技

を
生
か
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
。
詳
し
く
は
田
端
緯
４
７

３
・
２
４
０
３
へ
。

　

◆
着
物
の
着
付
教
室　

月
２

回
、
木
曜
日
の
午
後
１
時
半
～

３
時
半
、
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー

で
。
会
費
月
２
５
０
０
円
。
初

心
者
歓
迎
。
少
人
数
で
活
動
。

詳
し
く
は
中
村
緯
４
７
２
・
１

５
８
６
へ
。

　

◆
い
き
が
い
健
康
づ
く
り
カ

ラ
オ
ケ
（
東
久
留
米
親
睦
唄
お

う
会
）　

主
に
月
３
回
、
日
曜

日
の
午
後
１
時
半
か
ら
と
５
時

半
か
ら
の
３
時
間
、
中
央
町
地

区
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
３
０

０
０
円
、
会
費
月
１
５
０
０
円
。

旅
行
積
み
立
て
あ
り
。
高
齢

者
・
初
心
者
歓
迎
。
詳
し
く
は

安
尾
（
や
す
お
）
緯
４
６
４
・

５
５
９
３
へ
。

　

◆
東
ア
ジ
ア
の
近
現
代
史
の

学
習
（
東
久
留
米
の
教
科
書
を

考
え
る
会
）　

月
１
回
の
連
続

学
習
。
５
月　

日
（
日
）
の
午

３１

後
２
時
～
４
時
、
中
央
公
民
館

で（
変
更
の
場
合
あ
り
）。
参
加

費
５
０
０
円
（
学
生
は
１
０
０

円
）。
東
ア
ジ
ア
の
近
現
代
史

を
広
い
視
野
で
学
び
ま
す
。
途

中
参
加
も
可
。
詳
し
く
は
秋
葉

緯
４
７
３
・
５
２
６
５
へ
。

◆
絵
て
が
み
教
室「
二
水
会
」　

毎
月
第
２
水
曜
日
の
午
前　

時
１０

～
正
午
、
東
久
留
米
郵
便
局

（
中
央
町
一
丁
目
）
で
。
会
費

年
１
２
０
０
円
。
詳
し
く
は
広

橋
緯
０
９
０
・
７
７
０
９
・
４

３
５
４
へ
。

　

◆
卓
球（
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
）　

毎
月
、
主
に
第
２
・
第
４
木
曜

日
の
午
後
６
時　

分
～
８
時
半
、

２０

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会

金
１
０
０
０
円
、
会
費
１
回
３

０
０
円（
施
設
使
用
料
）。
経
験

者
歓
迎
。
コ
ー
チ
に
よ
る
指
導

と
練
習
。
後
半
に
試
合
。
詳
し

く
は
安
藤
緯
４
５
８
・
２
３
２

８
へ
。催

し

　

◆
少
林
寺
拳
法
演
武
大
会
の

観
覧
（
東
久
留
米
市
少
林
寺
拳

法
連
盟
）　

５
月　

日
（
日
）
の

３１

午
後
１
時
～
３
時
、
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
。
入
場
料
無
料
。

観
覧
自
由
。
詳
し
く
は
く
つ
な

緯
４
７
５
・
２
０
３
５
へ
。

　

◆
東
久
留
米
交
響
楽
団
第　
１８

回
定
期
演
奏
会
（
東
久
留
米
交

響
楽
団
）　

５
月　

日
（
日
）
午

２４

後
２
時
開
演
（
１
時
半
開
場
）、

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
で
。
入
場

料
５
０
０
円
。
演
奏
は
ベ
ー

ト
ー
ベ
ン
作
曲
「
英
雄
」、
メ
ン

デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作
曲
「
バ
イ
オ

リ
ン
協
奏
曲
」。
指
揮
は
中
西

義
忠
氏
。
詳
し
く
は
神
田
緯
４

７
５
・
９
６
２
９
へ
。

　

◆
子
育
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

（
東
久
留
米
の
育
児
応
援
マ
ッ

プ
を
作
る
会
）　

５
月　

日
３１

（
日
）
の
午
前　

時
～
午
後
３

１０

時
、
市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば

で
。
参
加
費
無
料
。
親
子
で
楽

し
め
る
ス
テ
ー
ジ
企
画
と
マ
マ

の
手
作
り
シ
ョ
ッ
プ
。
詳
し
く

は
高
橋
緯
０
９
０
・
３
６
８
５
・

１
７
５
５
へ
。

　

◆
バ
ラ
エ
テ
ィ
葵
ま
つ
り

（
葵
ク
ラ
ブ
）　

５
月　

日
１７

（
日
）
午
前
９
時
半
開
演
、
成

美
教
育
文
化
会
館
で
。
入
場
料

無
料
。
歌
、
日
舞
、
尺
八
、
ダ

ン
ス
等
の
発
表
会
。
詳
し
く
は

風
間
（
か
ざ
ま
）
緯
４
７
１
・

１
０
５
６
へ
。

　

◆
ビ
ジ
ネ
ス
で
ま
ち
お
こ
し

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
ま
ち
づ
く

り
の
会
）　

５
月　

日
・　

日
の

１７

２４

い
ず
れ
も
日
曜
日
、
午
後
７
時

～
９
時
、
中
央
公
民
館
で
。
参

加
費
無
料
。
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の

ア
イ
デ
ア
を
募
集
中
。
詳
し
く

は
大
谷
緯
４
７
４
・
６
２
３
８

へ
。

　

◆
第　

回
わ
く
わ
く
川
掃
除

１６

＆
川
あ
そ
び
実
行
委
員
会
（
わ

く
わ
く
川
あ
そ
び
準
備
会
）　

①
５
月　

日
（
金
）
②
６
月　

２２

１０

日
（
水
）
③
６
月　

日
（
水
）、

２４

い
ず
れ
も
午
後
７
時
か
ら
、
①

は
ス
ペ
ー
ス
１
０
５
、
②
③
は

市
民
プ
ラ
ザ
会
議
室
で
。
７
月

開
催
予
定
の
川
あ
そ
び
に
ご
協

力
い
た
だ
け
る
方
。
詳
し
く
は

豊
福
緯
４
７
５
・
７
６
４
３
へ
。

　

◆
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
東
久
留

米
第
１
団
バ
ザ
ー　

５
月　

日
３０

（
土
）
午
前　

時
～
午
後
２
時

１０

ご
ろ
、
市
役
所
１
階
屋
外
ひ
ろ

ば
で
。
食
べ
物
、
飲
み
物
ほ
か
。

詳
し
く
は
川
端
緯
４
７
５
・
８

６
４
４
へ
。

そ
の
他

　

◆
出
前
紙
芝
居
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
募
集（
さ
つ
き
会
）　

平
日
の

午
前
ま
た
は
午
後
、
１
人
か
２

人
で
活
動
で
き
る
方
。
高
齢
者

施
設
、
学
童
保
育
所
等
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
紙
芝
居
は
図
書

館
で
借
り
ま
す
。
詳
し
く
は
新

堀
（
に
い
ぼ
り
）
緯
４
７
４
・

７
２
０
７
へ
。

　

◆
第　

回
に
ぎ
や
か
カ
ー
ニ

１８

バ
ル
実
行
委
員
を
募
集
（
障
害

児
・
者
と
共
に
楽
し
む
つ
ど
い

実
行
委
員
会
）　

毎
月
第
１
木

曜
日
の
午
後
７
時
～
９
時
、
さ

い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会

議
室
で
。　

月
の
イ
ベ
ン
ト
に

１２

向
け
て
企
画
・
運
営
に
興
味
の

あ
る
方
。
詳
し
く
は
か
る
が

も
・
下
田
緯
４
７
７
・
６
４
９

２
へ
。

　

◆
お
茶
を
の
み
な
が
ら
カ
ラ

オ
ケ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か　

毎

週
月
曜
・
水
曜
・
金
曜
日
の
午

後
２
時
～
４
時
、
中
央
町
地
区

セ
ン
タ
ー
老
人
集
会
室
で
。
参

加
費
無
料
。　

歳
以
上
。
詳
し

６０

く
は
本
田
緯
４
７
６
・
１
９
７

０
（
５
月　

日
ま
で
不
在
）
へ
。

２０
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高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
に
あ
た
り

高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
に
あ
た
り

成
年
後
見
制
度
推
進
機
関
を　

設
置
し
ま
し
た

　

成
年
後
見
制
度
と
は
認
知
症
、

知
的
障
害
、
精
神
障
害
な
ど
に
よ

り
、
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
に

代
わ
っ
て
財
産
管
理
や
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
契
約
を
す
る
成
年
後
見
人

等
を
選
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
本
人
を

法
律
的
に
保
護
し
、
支
援
す
る
制

度
で
す
。
成
年
後
見
制
度
に
は
、

判
断
能
力
が
不
十
分
に
な
っ
て
か

ら
家
庭
裁
判
所
に
申
し
立
て
る

「
法
定
後
見
制
度
」
と
、
将
来
認

知
症
な
ど
で
、
判
断
能
力
が
不
十

分
に
な
っ
た
と
き
に
備
え
て
、
自

分
で
後
見
人
と
後
見
の
範
囲
を
公

正
証
書
で
決
め
て
お
く
「
任
意
後

見
制
度
」
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、　

年
度
に
介
護

１２

保
険
制
度
と
同
時
に
始
ま
り
ま
し

た
が
、
都
の
調
査
で
は
「
聞
い
た

こ
と
が
な
い
」
都
民
が
７
割
を
超

え
て
い
る
状
況
で
す
。
要
介
護

（
要
支
援
）
を
含
む
認
定
を
受
け

て
い
る
方
が
４
５
０
万
人
を
超
え
、

　

歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
の
内
、

７５２
０
０
万
人
に
認
知
症
が
み
ら
れ

る
と
い
う
現
状
に
も
関
わ
ら
ず
、

成
年
後
見
制
度
の
利
用
者
は　

年
１９

度
ま
で
の
累
計
で　

万
人
弱
に
留

１５

　

多
摩
北
部
都
市
広
域
行
政
圏
協

議
会
（
小
平
市
、
東
村
山
市
、
清

瀬
市
、
東
久
留
米
市
、
西
東
京
市
）

で
は
、
多
摩
六
都
フ
ェ
ア
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

２
０
０
９
こ
だ
い
ら 

合
唱
団
員
を
募
集
し
ま
す

　
　

月　

日
（
日
）
に
小
平
市
民

１２

２０

文
化
会
館
（
ル
ネ
こ
だ
い
ら
）
で
、

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作
曲
「
ラ
ウ

ダ
・
シ
オ
ン
」
を
生
誕
２
０
０
年

記
念
と
し
て
歌
う
合
唱
団
員
を
募

集
し
ま
す
。

　

▼
募
集
人
数　

女
声
１
５
０
人
、

男
声　

人
（
受
け
付
け
は
先
着
順
。

５０

た
だ
し
、
同
日
に
定
員
を
超
え
た

場
合
に
は
抽
選
）
▼
応
募
資
格　

原
則
と
し
て
、
東
久
留
米
市
、
小

平
市
、
東
村
山
市
、
清
瀬
市
、
西

東
京
市
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
▼
費
用　

一
般
１
万
１
０
０
０

円
、
学
生
８
０
０
０
円
（
事
前
練

習
は
一
般
３
０
０
０
円
、
学
生
２

０
０
０
円
が
別
途
必
要
）。
こ
の

ほ
か
に
輸
入
楽
譜
代
１
４
０
０
円

が
必
要
で
す
▼
練
習
日　

全　

回
。

１９

９
月
２
日
～　

月　

日
の
水
曜
日
、

１２

１６

午
後
７
時
～
９
時
半
（
音
取
り
を

中
心
と
し
た
事
前
練
習
を
７
月　
１５

日
か
ら
男
女
各
６
回
実
施
）。　
１１

月　

日（
祝
）と　

月　

日（
土
）・

２３

１２

１２

　

日
（
土
）
の
午
後
も
練
習
予
定

１９▼
会
場　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
ほ
か
▼
指
導　

長

井
則
文
氏
、
安
冨
喜
代
子
氏
▼
共

演　

東
村
山
交
響
楽
団
▼
指
揮　

天
野
哲
氏

　

諸
般
の
事
情
に
よ
り
、
工
事
着

手
が
遅
れ
て
い
ま
し
た
東
久
留
米

駅
北
口
の
連
絡
通
路
に
つ
い
て
、

次
の
通
り
工
事
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
の
工
事
に
よ
り
、
現
在
皆

さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
北
口
駅
舎
は
、
老
朽
化
の
た
め

取
り
壊
す
こ
と
に
な
り
、
北
口
改

札
口
が
廃
止
に
な
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
改
札
口
は
な
く
な
り
ま
す

が
、
橋
上
改
札
口
ま
で
の
連
絡
通

路
を
新
た
に
設
置
す
る
こ
と
で
、

北
口
出
入
り
口
は
現
在
と
同
じ
位

置
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
連

絡
通
路
と
併
せ
て
店
舗
や
駐
輪

場
・
駐
車
場
も
設
置
し
、
に
ぎ
わ

い
の
あ
る
明
る
い
駅
に
生
ま
れ
変

わ
り
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
、
ご
迷
惑
を
お

掛
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
【
工
事
期
間
】６
月
～　

年
４
月

２２

（
予
定
）

　
【
北
口
改
札
口
閉
鎖
】　

年
１
月

２２

（
予
定
）

ま
っ
て
い
ま
す
。
利
用
が
少
な
い

背
景
に
は
、
制
度
の
Ｐ
Ｒ
不
足
や

後
見
人
へ
の
支
援
体
制
が
不
十
分

な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
市
で
は
、
都
の
補
助
も
受

け
て
今
年
４
月
か
ら
「
成
年
後
見

制
度
推
進
機
関
」
を
設
置
し
ま
し

た
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
の
委
託
を
受

け
た
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
い

ま
す
。
主
な
業
務
は
次
の
通
り
で

す
。

　

①
成
年
後
見
人
等
の
支
援
＝
す

で
に
成
年
後
見
人
に
な
っ
て
い
る

方
や
、
こ
れ
か
ら
後
見
人
に
な
ろ

う
と
す
る
方
を
対
象
と
し
た
研
修

や
相
談
、
連
絡
会
を
開
催
し
ま
す

　

②
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用

＝
地
域
の
関
係
者
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
深
め
る
た
め
、
初
期
相

談
窓
口
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
や
、

必
要
に
応
じ
ケ
ー
ス
検
討
会
議
を

開
催
し
ま
す

　

③
推
進
機
関
運
営
委
員
会
＝
専

門
的
・
第
三
者
的
な
立
場
か
ら
推

進
機
関
の
運
営
に
対
す
る
助
言
や

監
督
を
行
う
、
成
年
後
見
制
度
推

進
機
関
運
営
委
員
会
を
設
置
し
ま

す
　

④
制
度
に
関
す
る
相
談
・
支
援

＝
制
度
を
利
用
し
た
い
方
の
相
談

に
応
じ
、
申
立
書
類
の
作
成
方
法
、

必
要
書
類
の
取
得
方
法
な
ど
、
申

し
立
て
を
す
る
方
を
支
援
し
ま
す

　

⑤
制
度
の
普
及
啓
発
活
動
＝
制

度
の
周
知
を
図
る
た
め
、
啓
発
講

演
会
を
開
催
し
、
市
民
向
け
に
啓

発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
、
配
布

し
ま
す

　

詳
し
く
は
福
祉
総
務
課
福
祉
政

策
係
緯
４
７
０
・
７
７
４
１
ま
た

は
市
社
会
福
祉
協
議
会
緯
４
７

１
・
０
２
９
４
へ
。

よ
り
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て

よ
り
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　

が
開
館
し
ま
す

22年
4月に

　

中
央
公
民
館
は　

年
４
月
、
生

２２

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
名
称
を
変
更

す
る
と
と
も
に
、
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
す
る
予
定
で
す
。

　

近
年
、
市
民
の
学
習
活
動
は
多

様
化
・
高
度
化
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
中
、
多
様
な
要
望
に
応

え
る
に
は
、
従
前
の
公
民
館
事
業

だ
け
で
は
施
策
の
推
進
が
困
難
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
公
民

館
の
事
業
の
考
え
方
は
「
教
え
育

む
」
よ
り
「
学
び
習
う
」
と
い
う

生
涯
学
習
の
考
え
方
が
広
く
認
識

さ
れ
て
い
ま
す
。
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
開
設
後
は
、
市
民
の
誰
も
が

生
涯
に
わ
た
っ
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
環
境
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

主
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
は

次
の
通
り
で
す
。

　

休
館
日
は
、
現
在
の
毎
週
月
曜

日
を
月
１
回
に
し
ま
す
（
会
館
日

数
は
年　

日
増
加
し
ま
す
）
▼
学

３６

習
室
等
の
貸
し
出
し
回
数
（
１
回

３
時
間
）
は
、
現
在
の
１
日
３
回

を
１
日
４
回
に
し
ま
す
（
貸
出
回

数
は
年
４
６
３
回
増
加
し
ま
す
）。

た
だ
し
、
ホ
ー
ル
は
対
象
外
で
す

▼
利
用
対
象
者
は
、
現
在
、
５
人

以
上
の
登
録
団
体
が
要
件
で
す
が
、

空
き
が
あ
れ
ば
４
人
以
下
の
団
体

と
個
人
も
利
用
で
き
ま
す
▼
ホ
ー

ル
事
業
は
、
専
門
的
な
能
力
を

持
っ
た
指
定
管
理
者
が
運
営
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
コ
ン
サ
ー
ト
や

寄
席
、
講
演
会
な
ど
の
利
用
が
活

発
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
公
民
館
緯
４
７
３
・

７
８
１
１
へ

にほんごクラス・
にほんご教室のご案内
にほんごクラス・

にほんご教室のご案内
Japanese
Language Class
Japanese
Language Class
Japanese
Language Class

　

市
内
に
は
、
外
国
人
の
た
め
の

日
本
語
教
室
が
２
つ
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
海
外
か
ら
転
入
し
て

き
た
外
国
人
が
、
快
適
に
日
本
で

の
生
活
を
送
る
た
め
に
立
ち
上
げ

た
教
室
で
す
。
こ
の
教
室
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
者
か
ら
日

本
語
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
在
、
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
国
の
方
が
受
講
し
て

い
ま
す
。

東

久

留

米 

に
ほ
ん
ご
ク
ラ
ス

　

昼
間
仕
事
を
し
て
い
る
方
や
学

生
に
も
通
い
や
す
い
、
夜
間
の
教

室
で
す
。
日
本
語
の
ほ
か
に
、
四

季
の
行
事
（
ひ
な
祭
、
お
花
見
、

端
午
〈
た
ん
ご
〉
の
節
句
、
七
夕
）、

日
本
の
音
楽
（
琴
、
三
味
線
）
や

舞
踊
、
伝
統
的
な
茶
道
な
ど
の
体

験
学
習
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

ク
ラ
ス
の
ほ
か
に
「
子
ど
も
に
ほ

ん
ご
ク
ラ
ス
」
も
あ
り
ま
す
。

　
【
開
催
日
時
】毎
月
第
１
～
第
３

火
曜
日
の
午
後
７
時
～
８
時
半

　
【
会
場
】
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

　
【
費
用
】
月
３
０
０
円
（
入
会
金

な
し
）

　

※
見
学
は
随
時
で
き
ま
す
。

東
久
留
米
国
際
友
好 

ク
ラ
ブ
（
Ｈ
Ｉ
Ｆ
）
の 

日

本

語

教

室

　

日
本
語
教
室
以
外
の
年
間
行
事

と
し
て
、
ゆ
か
た
で
納
涼
パ
ー

テ
ィ
ー
（
夏
）、
外
国
人
に
よ
る
ス

ピ
ー
チ
大
会
（
秋
）、
留
学
生
を
日

本
に
招
く
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト（
秋
）、

国
際
理
解
講
座
（
年
間
数
回
）
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
【
開
催
日
時
】毎
月
月
曜
・
水
曜
・

木
曜
日
の
午
前　

時
か
ら
（
ク
ラ

１０

ス
に
よ
り
時
間
が
異
な
り
ま
す
）

　
【
会
場
】
月
曜
日
は
南
部
、
水
曜

日
は
東
部
、
木
曜
日
は
西
部
の
各

地
域
セ
ン
タ
ー

　
【
費
用
】
月
３
０
０
円
（
入
会
金

な
し
）

　

※
見
学
は
随
時
で
き
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の 

日
本
語
指
導
者
も 

募
集
し
て
い
ま
す

　

受
講
希
望
者
の
増
加
に
伴
い
、

日
本
語
指
導
者
が
不
足
し
て
い
る

状
態
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
生

活
文
化
課
市
民
協
働
係
緯
４
７

０
・
７
７
３
８
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
指
導
に
当
た

り
、
外
国
語
力
は
必
要
と
し
て
い

ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
同
係
へ
。

身
近
な
方
や
団
体
で

身
近
な
方
や
団
体
で

行
な
ど
を
さ
れ
た
方
を　

ご
推
薦
く
だ
さ
い

善

　

市
で
は
、
毎
年　

月
１
日
の
市

１０

制
施
行
記
念
日
に
、
表
彰
式
典
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
式
典
で
は
、

市
表
彰
規
則
に
基
づ
い
て
、
市
の

公
益
の
増
進
や
文
化
の
向
上
に
功

労
の
あ
っ
た
方
や
、
市
民
の
模
範

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
方
に
表
彰

状
・
感
謝
状
の
贈
呈
を
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
身
近
に
善
行
等
で
市

民
の
模
範
と
な
る
方
や
団
体
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
推
薦
し
て
く
だ
さ

い
。

　
【
推
薦
対
象
の
一
例
】５
年
以
上

続
け
て
環
境
美
化
活
動
や
慈
善
行

為
を
し
て
い
る
方
や
団
体
▽
自
己

の
危
険
も
顧
み
ず
、
人
命
を
救
助

し
た
方
や
団
体

　
【
推
薦
方
法
】６
月
５
日（
金
）ま

で
に
（
必
着
）、
表
彰
候
補
者
の
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
善
行
の

内
容
と
、
推
薦
す
る
方
の
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
（
詳
し
い
内
容

を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
）

を
記
入
の
上
、
〒

２
０
３
―
８
５
５

５
、
市
役
所
企
画

調
整
課
秘
書
広
報

担
当
あ
て
郵
送
を
。

フ
ァ
ク
ス
（
４
７

０
・
７
８
０
４
）

ま
た
は
電
子
メ
ー

ル
で
も
可
（
い
ず

れ
も
題
名
を
「
表

彰
推
薦　

秘
書
広

報
担
当
」
と
記
入

し
て
く
だ
さ
い
）

　

詳
し
く
は
同
担

当
緯
４
７
０
・
７
７
１
２
へ
。

◆企画調整課秘書広報担当メールアドレス
hishokoho@city.higashikurume.lg.jp

福祉タクシー費・
ガソリン費等を
助成します

在宅の重度心身障害者や
重度の難病の一部の方へ
在宅の重度心身障害者や
重度の難病の一部の方へ

　

市
で
は
、
在
宅
の
重
度
心
身
障

害
者
や
重
度
の
難
病
の
一
部
の
方

を
対
象
に
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
等
の

移
送
代
ま
た
は
世
帯
所
有
の
自
家

用
車
に
か
か
る
ガ
ソ
リ
ン
費
等
の

燃
料
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
（
表

１
参
照
）。
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の

助
成
に
は
、
所
得
制
限
等
が
あ
り

ま
す
（
表
２
参
照
）。

　

該
当
す
る
方
は
障
害
福
祉
課

（
市
役
所
１
階
）
で
申
請
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
認
定
と
な
っ
た
場

合
は
、
申
請
月
か
ら
助
成
開
始
と

な
り
ま
す
。

　

す
で
に
申
請
を
し
て
い
る
方
で
、

審
査
に
よ
り
各
助
成
が
認
定
と

な
っ
た
方
へ
は
、
更
新
の
案
内
お

よ
び
年
度
分
の
請
求
書
を
４
月
に

送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
確
認
し

て
く
だ
さ
い
（
更
新
に
関
し
て
、

手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　
【
ご
注
意
】こ
の
２
つ
の
助
成
を

併
給
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

　

詳
し
く
は
障
害
福
祉
課
管
理
係

緯
４
７
０
・
７
７
４
７
へ
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認

知
症
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
を
持

ち
、
地
域
で
生
活
し
て
い
る
認
知

症
の
方
や
そ
の
家
族
の
方
を
温
か

く
見
守
り
、
自
分
に
で
き
る
範
囲

で
支
援
す
る
方
を
い
い
ま
す
（
資

格
取
得
の
講
座
で
は
あ
り
ま
せ

ん
）。
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
は
全
国
的
に
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
【
日
時
】
６
月　

日
（
木
）
午
後

１１

２
時
～
４
時
（
受
け
付
け
は
１
時

半
か
ら
）

　
【
会
場
】市
役
所
７
階
７
０
１
会

議
室

　
【
講
義
内
容
】①
認
知
症
の
正
し

い
理
解
や
接
し
方
に
つ
い
て
②
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
で
き
る
こ
と
な

ど
　
【
対
象
者
】
市
内
在
住
・
在
勤
で

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

受
講
し
た
こ
と
の
な
い
方

　
【
定
員
】
１
０
０
人

　
【
費
用
】
無
料

　

申
し
込
み
は
５
月　

日
（
金
）

１５

～　

日
（
木
）
に
（
必
着
）、
往
復

２８
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
職
業
・
年
齢
（
在
勤
の
方
は

勤
務
先
名
・
住
所
も
書
い
て
）
を

記
入
の
上
、
〒
２
０
３
儿
８
５
５

５
、
市
役
所
介
護
福
祉
課
地
域
ケ

ア
係
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
（
６
月　

日
）
申
し
込
み
」

１１

係
あ
て
郵
送
を
。

　

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

６
月
５
日
（
金
）
ま
で
に
返
信
し

ま
す
。

　

※
受
講
修
了
者
に
は
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
の
目
印
と
な
る
「
オ

レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
差
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
同
講
座
を
７
月　

日
３１

（
金
）
に
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
、

　

月
２
日
（
金
）
に
わ
く
わ
く
健

１０康
プ
ラ
ザ
で
開
催
す
る
予
定
で
す

（
申
し
込
み
は
、
約
１
カ
月
前
に

広
報
紙
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
）。

　

詳
し
く
は
介
護
福
祉
課
地
域
ケ

ア
係
（
内
線
２
５
５
７
、
２
５
０

２
）
へ
。

西武鉄道からのお知らせ西武鉄道からのお知らせ

（東久留米駅北口改札口は廃止）（東久留米駅北口改札口は廃止）

連絡通路新設工事
を行います

連絡通路新設工事
を行います

　
【（
仮
）
通
路
使
用

期
間
】　

年
１
月
～

２２

４
月
（
予
定
）

　

詳
細
は
決
定
次
第
、

東
久
留
米
駅
掲
示
お

よ
び
西
武
鉄
道
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
西
武
鉄

道
お
客
様
セ
ン
タ
ー

緯
０
４
・
２
９
９
６
・

２
８
８
８
へ
。

　

申
し
込
み
は
６
月
１
日
（
月
）

～
８
日
（
月
）
に
（
消
印
有
効
）、

往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
電
話
番
号
・
パ
ー
ト

（
自
己
申
告
）・
事
前
練
習
参
加
希

望
の
有
無
を
記
入
の
上
、
〒
１
８

７
儿
０
０
４
１
、
小
平
市
美
園
町

１
ノ
８
ノ
５
、
小
平
市
文
化
振
興

財
団
「
２
０
０
９
こ
だ
い
ら
合
唱

団
」
団
員
募
集
係
あ
て
郵
送
を
。

　

詳
し
く
は
同
合
唱
団
実
行
委
員

会
・
田
沼
緯
０
４
２
・
３
４
１
・

７
９
１
２
へ
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
体
験 

弦
楽
器
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ 

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

　

プ
ロ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
団
員
と

し
て
活
躍
中
の
弦
楽
器
演
奏
者
を

講
師
に
迎
え
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
交
響
曲
第
７
番
に
挑
戦
し
、
最

後
に
プ
ロ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
共

演
で
き
る
講
習
で
す
。

　

▼
練
習
曲
目　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
作
曲
「
交
響
曲
第
７
番　

イ
長

調　

作
品　

」
▼
応
募
資
格　

東

９２

久
留
米
市
、
小
平
市
、
東
村
山
市
、

清
瀬
市
、
西
東
京
市
に
在
住
・
在

学
・
在
勤
で
小
学
生
以
上
の
弦
楽

器
経
験
が
あ
り
、
自
前
の
楽
器
・

弓
で
講
習
に
参
加
で
き
る
方
。
中

学
生
以
下
は
保
護
者
の
送
迎
が
必

要
で
す
▼
募
集
パ
ー
ト　

①
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
（　

人
）
＝
ヴ
ァ
イ
オ

３０

リ
ン
の
経
験
が
３
年
以
上
あ
り
、

Ａ
儿
ｄ
ｕ
ｒ（
イ
長
調
）の
ス
ケ
ー

ル
を
３
オ
ク
タ
ー
ブ
弾
け
る
方
②

ヴ
ィ
オ
ラ
（　

人
）
＝
ヴ
ィ
オ
ラ

１２

の
経
験
が
１
年
以
上
あ
る
方
。
③

チ
ェ
ロ
（　

人
）
＝
チ
ェ
ロ
の
経

１２

験
が
１
年
以
上
あ
る
方
④
コ
ン
ト

ラ
バ
ス
（　

人
）
＝
コ
ン
ト
ラ
バ

１０

ス
の
演
奏
経
験
が
あ
る
方
。
応
募

者
多
数
の
場
合
は
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
の
選
考
あ
り
▼
講
習
日
程　

全

　

回（
予
定
）。
６
月　

日（
水
）～

１７

２４

　

年
２
月　

日
（
水
）
の
第
１
・

２２

１７

第
３
水
曜
日
、
午
後
７
時
半
～
９

時
（
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
経
験
者
は
途

中
参
加
も
可
）
▼
コ
ン
サ
ー
ト
日

時
等　
　

年
２
月　

日
（
日
）、
保

２２

２１

谷
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル
▼
共
演
・
講

師　

東
京
ニ
ュ
ー
シ
テ
ィ
管
弦
楽

団
▼
練
習
会
場　

西
東
京
市
民
会

館
（
西
東
京
市
田
無
町
４
ノ　

ノ
１５

　

）
▼
費
用　

１
万
５
０
０
０
円

１１（
途
中
返
還
は
で
き
ま
せ
ん
）

　

申
し
込
み
は
６
月　

日
（
月
）

１５

ま
で
に
（
必
着
）、
所
定
の
応
募
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
〒

２
０
２
儿
０
０
１
３
、
西
東
京
市

中
町
１
ノ
５
ノ
１
、
保
谷
こ
も
れ

び
ホ
ー
ル
あ
て
郵

送
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
（
４
３
８
・
７

６
７
６
）
で
。
詳

細
は
市
企
画
調
整

課（
市
役
所
４
階
）

に
用
意
し
た
応
募

用
紙
を
ご
覧
く
だ

さ
い
（
西
東
京
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
入
手
で
き
ま

す
）。

　

詳
し
く
は
保
谷

こ
も
れ
び
ホ
ー
ル
緯
４
２
１
・
１

９
１
９
へ
。

◆西東京市ホームページアドレス
http://www.city.nishitokyo.lg.jp

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
学
び
ま
せ
ん
か

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
学
び
ま
せ
ん
か

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー　
　
　

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー　
　
　

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す

東
久
留
米
市
な
ど
、近
隣
５
市
で
開
催
す
る

に
ご
参
加

く
だ
さ
い

多多
摩摩
六六
都都
フフ
エエ

アア

住民基本台帳カードが
新仕様に

～偽変造対策を講じました～～偽変造対策を講じました～
　４月２０日（月）から、住民基本台帳カー
ド（以下「住基カード」）に新たに偽変造
対策を講じ、新しい仕様の住基カードを
発行しています。以前の住基カードも継
続して身分証明書として有効です。
　５月２０日以降に住基カードの発行申請
をする方に対して、先着３００人にカード
ホルダー＆ストラップを無料で配布しま
す。
　詳しくは市民課住民記録係緯４７０・７７２２
へ。

表2　福祉タクシー等および
　　　ガソリン費等助成事業の
　　　所得制限限度額

※扶養親族数６人以降は、１人増すごと
に４３万５,０００円を加算します。
※ガソリン費等助成は、世帯最多収入者
の所得です。

所得制限限度額扶養親族数

４７３万５,０００円０人

５１６万８,０００円１人

５６０万３,０００円２人

６０３万８,０００円３人

６４７万３,０００円４人

６９０万８,０００円５人

表１　福祉タクシー等および
ガソリン費等助成事業の対象・内容等

ガソリン費等助成事業福祉タクシー等事業区分

①身体障害者手帳１～２級（内部障害は３級）
②愛の手帳１～２度
③東京都難病医療費等助成制度により助成を受け
ている自己負担がない医療券で、重症疾病（スモ
ン、劇症肝炎、重症急性膵〈すい〉炎、クロイツフェ
ルト・ヤコブ病、先天性血液凝固因子欠乏症等、人
工透析を必要とする腎不全）、または、ほかの疾病
で重症認定を受けている方

対象

３カ月間８,２５０円まで（１ℓ
につき５５円を助成。１５０ℓ
まで助成。領収証による請
求）

６カ月間１０,０００円まで
（領収証による請求）

助成内容

４月・７月・１０月・１月４月・１０月助成月

①身体障害者手帳または愛の手帳またはマル都の
医療券
②認め印（スタンプ式は不可）
③申請者本人の口座が分かるもの
④車検証（ガソリン費等助成事業申請の場合のみ）

申請に必
要なもの

東久留米駅北口の連絡通路完成予定東久留米駅北口の連絡通路完成予定図図

　

東
久
留
米
（
ひ
が
し
く
る

め
）に
住（
す
）む
外
国
人（
が

い
こ
く
じ
ん
）
の
生
活
情
報

（
せ
い
か
つ
じ
ょ
う
ほ
う
）

を
ま
と
め
た
「
外
国
人
（
が

い
こ
く
じ
ん
）
の
た
め
の
生

活
便
利
帳
（
せ
い
か
つ
べ
ん

り
ち
ょ
う
）」が
で
き
ま
し
た
。

言
語
（
げ
ん
ご
）
は
英
語
版

（
え
い
ご
ば
ん
）、
韓
国
語

版
（
か
ん
こ
く
ご
ば
ん
）、
中

国
語
版
（
ち
ゅ
う
ご
く
ご
ば

ん
）
で
す
。

　

生
活
文
化
課
（
せ
い
か
つ

ぶ
ん
か
か
）
の
窓
口
（
ま
ど

ぐ
ち
）
で
配
布
（
は
い
ふ
）

し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
課
市
民
協
働

係
緯
４
７
０
・
７
７
３
８
へ
。

べ
ん　

り　

ち
ょ
う

外
国
人
の
た
め
の

生
活
便
利
帳
が

完
成
し
ま
し
た

が
い　

こ
く　

じ
ん

せ
い　

か
つ

か
ん　

せ
い


